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議案に対する議員の賛否議案に対する議員の賛否議案に対する議員の賛否

委員会などの構成変更について委員会などの構成変更について委員会などの構成変更について

議員の欠員にともない下記の通り、委員などが変更になりました。

　※新しい委員会構成は江津市ホームページに掲載しています。

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
内
涼
二

鍛
治
恵
巳
子

田
中
利
德

多
田
伸
治

森
川
佳
英

藤
間
義
明

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

石
橋
孝
義

河
野
正
行

土
井
正
人

田
中
直
文

永
岡
静
馬

藤

田
　

厚

報告第２号
専決処分報告について（損害賠償の額および和解につ
いて）

－

議

長

職

は

表

決

権

な

し

報告第３号
平成26年度島根県江津市一般会計繰越明許費繰越の報
告について

－

報告第４号
平成26年度島根県江津市一般会計事故繰越しの報告に
ついて

－

報告第５号
平成26年度島根県江津市公共下水道事業特別会計繰越
明許費繰越の報告について

－

報告第６号
平成26年度島根県江津市水道事業会計予算繰越の報告
について

－

承認第１号
専決処分報告について（江津市国民健康保険条例の一
部改正について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第２号
専決処分報告について（江津市税条例の一部改正につ
いて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第３号
専決処分報告について（平成26年度江津市一般会計補
正予算を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第４号
専決処分報告について（平成26年度江津市国民健康保
険事業特別会計補正予算を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第５号
専決処分報告について（平成26年度江津市公共下水道
事業特別会計補正予算を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第６号
専決処分報告について（平成26年度江津市簡易水道事
業特別会計補正予算を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第７号
専決処分報告について（平成26年度江津市農業集落排
水事業特別会計補正予算を定めることについて）

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第８号 専決処分報告について（功労者の選定について） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号
江津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について

可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号
平成27年度島根県江津市一般会計補正予算（第１号）
を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号
平成27年度島根県江津市一般会計補正予算（第２号）
を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第５号 固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第６号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第１号 「安全保障関連法案」に反対する意見書の提出について 不採択 ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●

委員会・議会名 役　職　名 氏　　　　　名

議会広報・情報公開対策特別委員会 委　　　員 田　中　利　德

議会改革特別委員会 委　　　員 島　田　修　二

浜田市江津市旧有福村有財産共同管理組合議会 議　　　員 河　野　正　行

５



　議会報告会を５月８日から 16 日にかけ、４

会場で開催しました。前回に引き続き「パネル

ディスカッション」を実施したほか、意見交換

会では、市民の皆様と活発な意見交換を行いま

した。

第５回 議会報告会を開催

川越会場

第 1部【３月定例会の報告】

　委員会・本会議の審査状況は、「市議会だより 123 号」に掲載していますので省略します。担当者か

ら常任委員会の審査状況について報告しました。

第２部【パネルディスカッション】

「定住対策」をテーマに、各議員がパネラーとして意見を述べました。

松

平

会

場

●これまでの定住対策ではなく、住民福祉の向上など新しい定住対策が必要。

●子育て世代への支援が一番大切。

●雇用の場の確保。ふるさと学習や高等教育の環境整備などにより、地元就職につなげる。

●インフラ整備や医療・福祉の充実で安心・安全な暮らしを守る。

●農林業が生業として生活できるように、農林業の環境整備が大切。

都

治

会

場

●地方創生はチャンス。若者が返ってくる施策が必要。

●邑南町は人口が増加している。いい所は参考にして施策を展開すべき。

●定住には雇用の増加が大事。商工会議所にももっと役割を担ってもらう。女性に対するさら

なる支援が必要。

●最近、江津の活躍がニュースになっている。住んでいる人がもっと誇りと自信を持つべき。

●誘致企業だけでなく、市内に約 1000 社ある中小規模の事業所にも補助や支援を行い、雇用

の場の確保を。

有
福
温
泉
会
場

●工業団地の企業の増設で雇用拡大を。婚活支援に力を入れるべき。

●医・食・住の整備を通し、今住んでいる人が不便を感じない地域づくりを。自分の娘や息子

を呼び戻すことが大切で、江津に住みながら浜田や大田などで働くという施策も一案である。

●地域おこし協力隊などの受け入れを。都会から人を呼び込むことが大切。２０代・３０代と

いう層にターゲットを絞った施策を。多子世帯が優先的に働ける場の確保も重要だ。

川

越

会

場

●今年中に今後５年間の人口対策として地方創生総合戦略が策定される。内容の濃い・実のあ

るものになるよう期待したい。

●若者が地元に帰る施策を展開する。駅前で若者が事業を始めている。支援していきたい。子

育ては自立するまでしっかりした教育をすべき。

●今定住している人を大切にする。住んでいる人が元気でいることを発信する。

●女性が住みたくなるような町づくりを。移住から定住に結び付けるには地元の人と UI ター

ン者の相互理解が大切。浜田や大田などとの広域連携による施策の展開も大切。

６



市
長
に
議
会
報
告
会
で
市
民
よ
り

い
た
だ
い
た
意
見
を
ま
と
め
て
報

告
し
ま
し
た

平
成
二
十
七
年
七
月
八
日

江
津
市
長
　

山
下
　

修
　

様

　
　

江
津
市
議
会
議
長
　

藤
田
　

厚

○
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、
朝
食
を
と

ら
な
い
子
や
学
力
が
低
い
の
も
心
配
し
て

い
る
。
学
校
だ
け
に
任
せ
ず
も
っ
と
検
討

す
べ
き
で
は
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
サ
ル
の
被

害
な
ど
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協

議
会
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

○
広
島
か
ら
有
福
温
泉
ま
で
の
高
速
バ
ス

を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

○
定
住
対
策
と
し
て
も
若
者
定
住
住
宅
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

○
河
川
の
土
砂
が
た
ま
っ
て
浅
く
な
っ
て

い
る
。
抜
本
的
な
河
川
管
理
を
お
願
い
し

た
い
。

○
川
平
駅
周
辺
の
宅
防
工
事
。
７
・
８
月
に

入
居
開
始
に
地
元
は
喜
ん
で
い
る
。
駅
か

ら
下
流
の
方
は
前
回
説
明
会
以
降
、
具
体

的
な
動
き
が
な
い
が
、
川
平
地
域
の
生
き

残
り
が
か
か
っ
て
い
る
。
早
期
に
対
応
し

て
ほ
し
い
。

○
外
に
ば
か
り
目
を
向
け
た
発
信
で
は
な

く
、
地
元
に
残
り
た
い
若
者
を
支
援
す
る

方
策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

○
済
生
会
病
院
の
医
師
・
看
護
師
不
足
を

心
配
し
て
い
る
。
特
に
消
化
器
内
科
の
医

師
が
い
な
い
。

第３部【意見交換会】参加者との意見交換の中から、主なものを記載します。

松

平

会

場

□問　災害復旧で河川を直してもらっている。原因は河川に本来の深さがなく浅くなっているた

め。抜本対策を。

■答　県・市河川ともに維持管理には相当の予算が必要。国・県対応の部署もあるので伝えていく。

□問　地域おこし協力隊。具体的な内容は。

■答　１名は黒松の地域コミュニティ交流センターに派遣。もう１名は全市対応と聞いている。

□問　川平駅周辺の宅防工事は７・8月に入居開始で喜んでいる。駅から下流の早期対応を。

■答　江の川整備計画ができていない。早く手を付けるよう要請していく。

都

治

会

場

□問　パネルディスカッションのテーマを前もって知らせてほしい。どの会場も同じテーマか。

■答　どの会場も同じテーマで実施している。テーマを前もって知らせることは大事、工夫したい。

□問　子育てしやすい環境が必要。他市では中学３年まで医療費を無料化しているが検討を。

■答　子どもの医療費は出雲市と並んで県内で最下位。中学３年まで無料化に 2200 万円かかる。

□問　ふるさと納税について地元に寄付する啓発をしてはどうか。

■答　ふるさと納税より、ふるさと応援歌を作ってはどうかと思う。江津市は情報発信が下手で

ある。

有
福
温
泉
会
場

□問　ＴＰＰ・米価対策・農業改革などの請願が不採択になっているが、農家に意見を聞いたのか。

■答　委員会でも様々な立場があり、今回の請願は農業に限ったもので、このような結果になった。

□問　議会だよりが非常に良くなった。

■答　今回リニューアルした。皆さんに見てもらえるよう、今後も意見を聞きながら改善してい

きたい。

川

越

会

場

□問　小中学生の学力を向上するようにすべき。

■答　学力日本一の秋田県を視察し、学力アップを目指している。江津の教育環境をしっかり生

かした取り組みを進めたい。

□問　図書館整備を進めるべき。学校教育において郷土資料館は必要。水の国の活用を考えてい

るか。

■答　今の図書館は倉庫化しており時代に合った図書館を早くつくるべき。水の国は年間約 1000

万円の経費が掛かっている。本市の公共施設全体での維持管理費は約７億円の経費が必要

で、見直しを進めるべき。文化伝承は子どもたちのために必要である。

□問　済生会病院の医師・看護師不足を心配しているが、どうか。

■答　妙案がないのが現状である。苦慮している。様々な手を打っているが、今すぐ結果が出ない。

根が深い問題だ。総合診療医の養成などが必要だと考えている。

７



　

道
の
駅
「
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
」
の

売
り
場
増
床
と
、
交
流
人
口
増
に
つ
な

が
る
魅
力
化
を
。

　

多
く
の
利
用
者
で
混
雑
し
て
い

る
。
直
売
所
東
隣
の
ス
ペ
ー
ス
も
視
野

に
幅
広
い
検
討
を
す
る
。
魅
力
化
に
つ

い
て
は
、
管
理
者
の
ふ
る
さ
と
支
援
セ

ン
タ
ー
め
ぐ
み
、
生
産
者
、
利
用
者
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
議
論
し
、
有
効
な

対
策
を
講
じ
た
い
。

【
危
険
家
屋
対
策
】

　

市
内
全
域
で
危
険
家
屋
を
見
か
け

る
。
安
全
・
安
心
の
た
め
、
行
政
の
指

導
が
必
要
。
条
例
の
制
定
も
必
要
で
は

な
い
か
。

　

空
き
家
の
利
活
用
を
含
め
、
空
き

家
対
策
庁
内
検
討
委
員
会
で
検
討
す

る
。
市
民
の
安
全
・
安
心
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
、
行
政
と
し
て
取
り
組
み
た

い
。

道の駅「サンピコごうつ」

道の駅

増床と魅力化を

石橋　孝義

８



　

江
津
駅
前
で
の
取
り
組
み
は
。

　

公
共
複
合
施
設
や
ホ
テ
ル
の
建
設

が
進
ん
で
お
り
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
新
規
出
店
促
進
と
あ
わ
せ
て
、
交
流

人
口
増
加
を
図
り
た
い
。

　

有
福
温
泉
で
の
取
り
組
み
は
。

　

火
災
跡
地
で
の
景
観
整
備
や
ト
イ

レ
の
新
設
な
ど
で
魅
力
ア
ッ
プ
を
図

る
。
関
係
団
体
と
連
携
で
観
光
客
増
加

へ
の
施
策
を
検
討
し
た
い
。

　

風
の
国
で
の
取
り
組
み
は
。

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
２
名
が
常
駐

し
、
実
践
を
通
し
て
指
導
。
観
光
客
の

増
加
を
図
っ
て
い
く
。

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　

観
光
面
で
の
活
用
は
。

　

江
津
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
核

と
し
た
産
業
観
光
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
県
企
業
局
と

も
連
携
し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し

た
い
。

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
給
食
停
止

を
教
訓
に
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
を
。

　

調
理
職
員
や
そ
の
家
族
に
ノ
ロ
の

疑
い
が
あ
れ
ば
、
高
感
度
の
検
便
を
実

施
し
、
無
菌
を
確
認
す
る
ま
で
出
勤
停

止
と
し
た
。
清
掃
・
消
毒
の
徹
底
や
研

修
増
に
よ
る
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
。

　

学
校
給
食
の
食
べ
残
し
量
を
減
ら

す
取
り
組
み
を
。

　

平
成
　
年
度
の
１
日
で
の
平
均
食

べ
残
し
量
は
、
江
津
給
食
セ
ン
タ
ー

約
１
２
６
・
１
㎏
、
桜
江
セ
ン
タ
ー
約

０
・
８
㎏
で
、
県
平
均
残
量
率
４
・
１
％

に
対
し
、本
市
平
均
残
量
率
は
６
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。調
理
方
法
や
味
付
け
・

食
育
の
推
進
・
季
節
の
食
材
・
手
作
り

な
ど
で
工
夫
し
て
、今
後
も
取
り
組
む
。

【
子
ど
も
の
医
療
費
】

　

子
育
て
に
必
要
な
継
続
的
支
援
と

し
て
、
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
。

　

医
療
費
の
負
担
軽
減
は
、
子
育
て

の
費
用
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
も
有
効

な
手
段
。
軽
減
措
置
の
拡
充
を
県
に
強

く
働
き
か
け
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
す
る
。

建設中の江津駅前ホテル

市内観光施策の

状況は

藤間　義明

親子給食会での給食

食育の推進で

給食残飯ゼロに

鍛治　恵巳子
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学
校
環
境
衛
生
基
準
で
は
教
室
内

の
温
度
を
10
～
30
度
と
し
て
い
る
が
、

古
い
鉄
筋
校
舎
は
断
熱
効
果
が
悪
く
、

猛
烈
な
暑
さ
の
中
で
子
ど
も
達
は
授
業

を
受
け
て
い
る
。
教
育
環
境
の
整
備
や

学
力
向
上
の
観
点
か
ら
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
を
。

　

教
育
環
境
の
整
備
は
行
政
の
義

務
・
責
任
だ
が
、
子
ど
も
達
の
忍
耐
力

を
育
む
こ
と
も
教
育
の
役
割
と
し
て
大

切
と
考
え
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
は
多
額

の
財
源
が
必
要
で
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
で
は
考
え
て
い
な
い
。
学
力
向

上
の
観
点
で
は
、
集
中
力
の
維
持
で
効

果
が
期
待
で
き
る
が
、
エ
ア
コ
ン
設
置

だ
け
で
は
解
決
せ
ず
、
児
童
・
生
徒
の

家
庭
学
習
の
充
実
、
教
職
員
の
指
導
力

向
上
、
学
ぶ
力
学
ん
だ
力
を
高
め
る
授

業
の
推
進
が
必
要
。

　

教
室
で
の
室
温
調
査
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　

毎
日
の
室
温
記
録
は
取
っ
て
い
な

い
が
、
暑
い
日
に
は
熱
中
症
チ
ェ
ッ

カ
ー
で
対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
湿
度

に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
管
理
す
る
こ

と
も
検
討
。

　

本
市
で
は
第
３
子
以
降
保
育
料
軽

減
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
３
歳
未

満
の
児
童
に
限
定
し
て
お
り
、
本
質
的

な
多
子
世
帯
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。
第
３
子
以
降
の
完
全
無
料
化
を
。

　

保
育
料
を
全
額
免
除
し
た
場
合
の

保
育
料
軽
減
額
を
１
５
０
０
万
円
程
度

と
試
算
し
て
お
り
、
全
額
市
の
負
担
と

な
る
。
単
年
度
で
終
わ
り
と
い
う
訳
に

は
い
か
ず
、
継
続
的
に
行
う
た
め
の
財

源
確
保
が
必
要
。
県
に
対
し
制
度
拡
充

を
強
く
求
め
る
。
ま
た
県
の
制
度
拡
充

が
な
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
前

向
き
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
庁

内
の
人
口
減
少
問
題
検
討
委
員
会
の
中

で
導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　

２
人
以
上
の
子
ど
も
が
同
時
に
保

育
園
に
在
籍
す
る
・
し
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
世
帯
内
の
子
ど
も
の
数
に
よ
っ
て

支
援
す
べ
き
で
は
。

　

財
政
的
に
も
厳
し
い
問
題
。
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
さ
ら
に

充
実
す
る
よ
う
取
り
組
む
。引
き
続
き
、

国
・
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

教室への

エアコン設置を

森川　佳英

多子世帯支援商品券

多子世帯への

　　　　支援を

坪内　涼二

教室に設置された扇風機
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市
政
発
展
の
た
め
、
県
議
会
議
員

と
の
協
力
体
制
の
構
築
・
強
化
が
必
要

で
は
。

　

県
議
会
議
員
が
誰
で
あ
れ
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
全
力
を
傾

注
し
て
市
政
運
営
に
努
め
る
。
本
市
が

抱
え
る
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
の

課
題
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
解
決
し
、
次

を
担
う
人
は
江
津
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
市
長
と
し
て
の
役

割
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
望
ま
し

い
と
認
識
し
て
い
る
。

【
公
共
交
通
】

　

中
山
間
地
域
な
ど
に
お
け
る
拠
点

化
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
今
年
度
中
に
交

通
体
系
の
再
構
築
を
図
る
た
め
の
公
共

交
通
に
関
す
る
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ

る
が
、
策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
は
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む

地
域
住
民
の
自
立
的
な
日
常
生
活
を
確

保
す
る
た
め
、
公
共
交
通
手
段
が
利
用

で
き
な
い
地
域
の
解
消
は
も
と
よ
り
、

持
続
性
の
高
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
さ
ら
に
は
人
口
減
少
社
会
を
見

据
え
た
集
約
型
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携

し
た
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
基
本
に
検

討
す
る
。

【
電
波
障
害
】

　

ラ
ジ
オ
・
携
帯
電
話
は
災
害
時
の

情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
大
変
重
要
だ

が
、
い
ま
だ
に
電
波
の
届
か
な
い
電
波

障
害
地
域
が
あ
る
。
電
波
障
害
地
域
解

消
に
向
け
て
の
対
策
は
。

　

安
定
し
た
受
信
の
出
来
な
い
地
区

が
あ
り
、
今
後
も
、
電
波
状
況
の
改
善

の
た
め
、
複
数
の
携
帯
電
話
事
業
者
と

粘
り
強
く
交
渉
す
る
。

　

本
市
で
は
新
教
育
委
員
会
制
度
へ

移
行
し
、
新
教
育
長
に
小
笠
原
氏
を
任

命
し
た
。
新
教
育
長
の
所
信
は
。

　

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健

や
か
な
体
」、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
人
格
形
成
を
進
め
る
。
日

本
や
世
界
を
見
渡
す
広
い
視
野
を
持

ち
つ
つ
も
、
故
郷
江
津
に
誇
り
を
持

ち
、
江
津
の
未
来
を
担
う
気
概
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
教
育
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
】

　

各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
育

成
と
活
性
化
は
、「
江
津
版
総
合
戦
略
」

実
施
の
基
盤
で
あ
り
、
失
敗
は
許
さ
れ

な
い
。
積
極
的
な
支
援
策
を
。

　

早
い
時
期
に
組
織
が
設
立
さ
れ
た

地
域
で
は
、
自
主
防
災
活
動
な
ど
様
々

な
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
軌
道
に
乗
せ

る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
年
数
を
要
す
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
根
気
強
く
、
今
ま

で
に
も
増
し
て
、
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

を
心
掛
け
る
。

市政発展のため

県議との協力を

島田　修二

新教育長の

　　所信を問う

田中　利德

嘉久志地域コミュニティでの「リレー講演会」
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本
市
に
は
多
数
の
文
化
的
財
産
が

あ
る
。
そ
の
保
護
と
継
承
を
。

　

文
化
財
の
管
理
・
保
護
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
所
有
者
・
保
持
者
の
責

任
の
も
と
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

市
の
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ

て
適
切
な
管
理
・
修
復
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
指
示
や
補
助
を
し
て
い

る
。
指
定
外
の
文
化
財
は
定
期
的
な
管

理
状
況
の
確
認
の
上
で
、
専
門
的
観
点

か
ら
管
理
・
継
承
の
助
言
を
行
っ
て
い

る
。

　

本
市
の
創
生
を
図
る
た
め
、
知
的

観
光
資
源
と
し
て
の
文
化
財
の
見
直

し
を
行
い
、
郷
土
の
文
化
的
財
産
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
。

　

文
化
的
財
産
は
市
民
全
体
で
理
解

し
保
護
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
伝
統
文
化
は
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
。
本
市
の
文
化
財
の
指
定
は
、
国
・

県
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
文

化
的
財
産
を
保
護
・
継
承
す
る
た
め
に

も
指
定
を
検
討
す
る
。
ま
た
、「
文
化

財
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
作
成
し
、
学
習
や

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
も
検
討
す

る
。

　

　
年
度
予
算
で
は
、
誘
致
企
業

７
社
へ
の
補
助
金
１
億
円
に
対
し
、

１
０
０
０
以
上
あ
る
中
小
企
業
へ
の
補

助
金
は
５
０
０
０
万
円
で
、
新
規
出
店

や
新
製
品
開
発
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
ま

た
、
江
津
駅
前
ホ
テ
ル
に
の
み
４
億
円

を
無
利
子
融
資
す
る
。
不
公
平
で
は
な

い
か
。

　

公
平
で
あ
る
こ
と
は
理
想
だ
が
、

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
公
正
さ
で
判

断
す
べ
き
場
合
も
あ
る
。
指
摘
さ
れ
た

事
業
は
市
の
重
点
課
題
。
中
小
企
業
の

経
営
維
持
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

「
経
営
維
持
の
支
援
」
と
は
。

　

商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携
し
、
必

要
な
ら
施
策
を
行
い
た
い
。

　

誘
致
企
業
向
け
補
助
制
度
の
条
件

緩
和
や
融
資
制
度
の
創
設
で
中
小
企
業

支
援
を
。

　

中
小
企
業
や
商
店
の
要
望
が
把
握

で
き
れ
ば
対
応
す
る
。

　

商
工
観
光
課
の
「
企
業
ま
わ
り
」

で
は
、
ど
れ
く
ら
い
ま
わ
り
、
ど
の
よ

う
な
要
望
が
あ
っ
た
か
。

　

「

企
業
ま
わ
り
」
の
実
績
は
把
握
し

て
い
な
い
。
補
助
や
融
資
の
制
度
は
考

え
て
い
な
い
。

伝統文化を

守り育て、

まちづくりを

田中　直文

中小企業支援を

多田　伸治

国立劇場で古儀を披露した

国指定重要無形文化財「大元神楽」

27
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議　

長　

藤
田　
　

厚

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

多
田　

伸
治

委　

員　

坪
内　

涼
二

委　

員　

鍛
治
恵
巳
子

委　

員　

田
中　

利
德

委　

員　

田
中　

直
文

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対

策

特

別

委

員

会

故小林博昭議員を市政功労者表彰

議会を見学しよう

江津市議会では皆さん
の傍聴をお待ちしておりま
す。傍聴をご希望の方は、
議会開催日に本庁３階の
議会事務局までお越し下さ
い。

議会に参加しよう

議会に対して陳情などを
提出することができます。
陳情とは、特定の事項につ
いて議会などに実状を訴
え、適切な措置を要望する
ことです。

編 集

後 記

若
手
議
員
も
加
わ
っ
た
議
会
広

報
・
情
報
公
開
対
策
特
別
委
員
会
は
、

視
察
研
修
や
勉
強
会
を
重
ね
、「
市

議
会
だ
よ
り
」
が
分
か
り
や
す
く
読

み
や
す
い
紙
面
と
な
る
よ
う
心
掛
け

て
き
て
お
り
、
本
年
５
月
号
よ
り
リ

ニ
ュ―

ア
ル
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

早
速
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
反
響

が
あ
り
、
概
ね
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
声
を

反
映
し
、
さ
ら
な
る
紙
面
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

梅
雨
明
け
の
こ
の
時
期
、
気
象
変

動
に
細
心
の
注
意
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

田中　直文

日 月 火 水 木 金 土
8/16 17 18 19 20 21 22

全員協議会

23 24 25 26 27 28 29

本会議

30 31 9/1 2 3 4 5

〈議員懇談会〉 本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会

6 7 8 9 10 11 12

委員会 委員会 委員会 委員会 委員会

13 14 15 16 17 18 19

委員会 〈情報交換会〉 本会議

次 回  ９ 月 定 例 会

請願・陳情締切　８月 19 日午前中まで（郵送不可）

５月 22 日にご逝去された故小林博昭議員に対し、
山下修市長から市政功労者としての表彰がありました。
小林氏は、江津市スポーツ少年団本部長や江津市体育
協会副会長などを歴任し、本市のスポーツ振興、青少
年健全育成に尽力されました。

市議会本会議で黙祷し、田中利德議員より追
悼のことばが贈られ、故人を偲び、哀悼の誠を捧
げました。
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